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        エピペンをうつべきか？ 迷ったら、うつ！   
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分類 薬剤名 使うべき症状 使い方 使用した時刻 

抗ヒスタミン薬  蕁麻疹、かゆみ 内服   時   分 

気管支拡張薬  咳・ゼイゼイ 内服・吸入   時   分 

その他     

1. その場で仰臥位下肢拳上 

仰向けに寝かせ、 

足先を２０ｃｍ高く 

2. 救急車を呼ぶ 

3. エピペン使用 

4. 心肺停止⇒AED 

保健室に運ぶ 

(歩かせない) 

飲み薬・吸入薬使用 

エピペン準備 

医療機関へ連絡 

(救急車考慮) 

 

保健室で経過観察 

飲み薬(頓服)使用 

保護者に連絡 

緊急時個別対応マニュアル 症状と処置 P.2 

エピペン：保管場所（            ）：使用した時刻（   時    分） 

P.

$ 

P4  

食べてしまった時刻：     時    分頃 

症状が出始めた時刻：    時    分頃 

緊急症状が出た時刻：    時    分頃 
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本マニュアル作成にあたって東京都アレルギー疾患対策検討委員会、および名古屋市教育委員会が作成した

「緊急時個別対応マニュアル」を参考にさせていただきました。 

食物アレルギーの基礎知識は、愛媛こどもの食物アレルギー対策委員会が作成した資料集「子どもの食物アレル

ギー（2013）ー食物アレルギーの理解と対処の仕方ー」に詳しく記載されています。その資料集は愛媛県小児科医

会公式ホームページに公開されていますので参照してください。 

http://www1.ehime.med.or.jp/epa/allergy/allergy_file_2013.pdf     
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P.4 

1) 携 帯 用 ケ ー ス か ら 取 り 出 す

 

２）しっかり「グー」で握る 

 

オレンジ色の針カバーを 

下に向け、効き手で持つ。 

グーで握る 

３）安全ピンを外す 

 

 

青い安全ピンを外す 

４）太ももに注射する 

 

５）確認する 

 

 

・ズボンの上からでも打つことができます 

・「今から打つよ、我慢して」の声掛けをします 

・介助者に足が動かないよう抑えてもらいます 

・太ももの中央付近の少し外側に打ちます 

・太ももの内側には太い血管や神経が走っています 

・まず、注射する位置にエピペンの先端を軽くあてます 

・カチッと音がするまで強く押しあてます 

・カチッと音がしたら５つ数えます（5 秒間） 

使用前 

 

使用後 

・オレンジ色の針カバーが伸びているか確認します、 

伸びていれば注射完了です 

・伸びていなければ、３）,４）を繰り返しましょう 

・使用後のエピペンは医療機関に返却しましょう 

エピペンの使い方 

siyounomeyasu  

 

・エピペンは下がってしまった血圧をあげます 

・咳込み、嗄れ声、喘鳴、喘息発作にも効きます 

・効果の持続時間は 15－20 分です 

・使用後に一時的に症状が軽くなっても必ず医療 

機関を受診してください 

・使用を迷ったら、積極的に使ってください 

 

使用の目安 P.2 参照 P4 

http
http

